
(57)【要約】

【課題】　空気と接触する吸着剤の担持面積を熱交換器

の大型化を招くことなく増加させる。

【解決手段】　多数枚のフィン（57）が間隔をあけて並

列配置されたフィン群（59）と、フィン群（59）のフィ

ン配列方向両端面とフィン長手方向両端側の端面とを取

り囲む枠板（61）と、直管部（63a）とＵ字管部（63b）

とで蛇行状に形成され、直管部（63a）がフィン群（59

）をフィン配列方向に貫挿するとともに、Ｕ字管部（63

b）が枠板（61）から突出するように配置された伝熱管

（63）と、伝熱管（63）を冷媒配管に接続する接続管（

65）とを備え、フィン群（59）、枠板（61）、伝熱管（

63）及び接続管（65）の表面に、空気中の水分の吸着と

空気中への水分の脱離とを行う吸着剤を担持させる。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 多 数 枚 の フ ィ ン （ 57） が 間 隔 を あ け て 並 列 配 置 さ れ た フ ィ ン 群 （ 59） と 、
　 こ の フ ィ ン 群 （ 59） の フ ィ ン 配 列 方 向 両 端 面 と フ ィ ン 長 手 方 向 両 端 側 の 端 面 と を 取 り 囲
む 枠 板 （ 61） と 、
　 直 管 部 （ 63a） と Ｕ 字 管 部 （ 63b） と で 蛇 行 状 に 形 成 さ れ 、 上 記 直 管 部 （ 63a） が 上 記 フ
ィ ン 群 （ 59） を フ ィ ン 配 列 方 向 に 貫 挿 す る と と も に 、 上 記 Ｕ 字 管 部 （ 63b） が 上 記 枠 板 （ 6
1） か ら 突 出 す る よ う に 配 置 さ れ た 伝 熱 管 （ 63） と を 備 え 、
　 上 記 フ ィ ン 群 （ 59） 、 枠 板 （ 61） 及 び 伝 熱 管 （ 63） の 表 面 に は 、 空 気 中 の 水 分 の 吸 着 と
空 気 中 へ の 水 分 の 脱 離 と を 行 う 吸 着 剤 が 担 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 熱 交 換 器 に お い て 、
　 伝 熱 管 （ 63） を 冷 媒 配 管 に 接 続 す る 接 続 管 （ 65） を 備 え 、
　 こ の 接 続 管 （ 65） の 表 面 に は 、 空 気 中 の 水 分 の 吸 着 と 空 気 中 へ の 水 分 の 脱 離 と を 行 う 吸
着 剤 が 担 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 熱 交 換 器 に お い て 、
　 吸 着 剤 は 同 じ 種 類 の も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 熱 交 換 器 に お い て 、
　 吸 着 剤 の フ ィ ン （ 57） 表 面 の 担 持 層 の 厚 み が ５ ０ μ ｍ 以 上 ５ ０ ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を
特 徴 と す る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 熱 交 換 器 に お い て 、
　 フ ィ ン ピ ッ チ が １ ． ２ ｍ ｍ 以 上 ３ ． ５ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 熱 交 換 器 に お い て 、
　 空 気 の 風 速 が ０ ． ５ ｍ ／ ｓ 以 上 １ ． ５ ｍ ／ ｓ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 熱 交 換 器 。

                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 例 え ば 、 吸 着 剤 と 冷 凍 サ イ ク ル と を 利 用 し て 空 気 の 湿 度 調 節 を 行 う 調 湿 装
置 の 熱 交 換 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 乾 式 除 湿 装 置 の 熱 交 換 部 材 と し て 、 銅 管 の 周 囲 に 板 状 の フ ィ ン を 一 体
に 外 嵌 合 し 、 こ れ ら 銅 管 及 び フ ィ ン の 表 面 に 空 気 中 の 水 分 の 吸 着 と 空 気 中 へ の 水 分 の 脱 離
と を 行 う 吸 着 剤 を 担 持 さ せ 、 銅 管 内 を 流 れ る 冷 媒 に よ っ て 上 記 吸 着 剤 の 加 熱 や 冷 却 を 行 う
よ う に し た も の が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ６ ５ ６ ４ ９ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 熱 交 換 器 が 、 多 数 枚 の フ ィ ン を 並 列 配 置 し た フ ィ ン 群 を 備 え 、 直 管 部 と Ｕ 字
管 部 と で 蛇 行 状 に 形 成 さ れ た 伝 熱 管 が 上 記 フ ィ ン 群 に 配 置 さ れ た ク ロ ス フ ィ ン 型 の フ ィ ン
・ ア ン ド ・ チ ュ ー ブ 熱 交 換 器 で あ る 場 合 、 一 般 に 、 上 記 フ ィ ン 群 は 枠 板 で 取 り 囲 ま れ て い
て 、 こ の 枠 板 を ケ ー シ ン グ に 取 り 付 け る こ と に よ り 熱 交 換 器 が ケ ー シ ン グ に 収 容 配 置 さ れ
る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 上 記 枠 板 に は 、 伝 熱 管 の Ｕ 字 管 部 や 、 伝 熱 管 を 冷 媒 配 管 に 接
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続 す る 接 続 管 が 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 熱 交 換 器 に お い て 、 上 記 の 特 許 文 献 １ の よ う に 、 銅 管 及 び フ ィ ン の 表 面 に 吸
着 剤 を 担 持 さ せ る こ と に よ り 、 潜 熱 処 理 能 力 を 高 め る こ と が 考 え ら れ る が 、 潜 熱 処 理 能 力
を さ ら に 高 め る た め に フ ィ ン を 大 型 化 し て 吸 着 剤 の 担 持 面 積 を 増 加 す る と 、 熱 交 換 器 が 大
型 化 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は か か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 空 気 と 接
触 す る 吸 着 剤 の 担 持 面 積 を 熱 交 換 器 の 大 型 化 を 招 く こ と な く 増 加 さ せ る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 こ の 発 明 は 、 銅 管 （ 伝 熱 管 ） や フ ィ ン 以 外 に も 吸 着 剤 を 担
持 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 こ の 発 明 は 、 吸 着 剤 を 担 持 し た 熱 交 換 器 を 対 象 と し 、 次 の よ う な 解 決 手 段
を 講 じ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 多 数 枚 の フ ィ ン （ 57） が 間 隔 を あ け て 並 列 配 置 さ
れ た フ ィ ン 群 （ 59） と 、 こ の フ ィ ン 群 （ 59） の フ ィ ン 配 列 方 向 両 端 面 と フ ィ ン 長 手 方 向 両
端 側 の 端 面 と を 取 り 囲 む 枠 板 （ 61） と 、 直 管 部 （ 63a） と Ｕ 字 管 部 （ 63b） と で 蛇 行 状 に 形
成 さ れ 、 上 記 直 管 部 （ 63a） が 上 記 フ ィ ン 群 （ 59） を フ ィ ン 配 列 方 向 に 貫 挿 す る と と も に
、 上 記 Ｕ 字 管 部 （ 63b） が 上 記 枠 板 （ 61） か ら 突 出 す る よ う に 配 置 さ れ た 伝 熱 管 （ 63） と
を 備 え 、 上 記 フ ィ ン 群 （ 59） 、 枠 板 （ 61） 及 び 伝 熱 管 （ 63） の 表 面 に は 、 空 気 中 の 水 分 の
吸 着 と 空 気 中 へ の 水 分 の 脱 離 と を 行 う 吸 着 剤 が 担 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 伝 熱 管 （ 63） を 冷 媒 配 管 に
接 続 す る 接 続 管 （ 65） を 備 え 、 こ の 接 続 管 （ 65） の 表 面 に は 、 空 気 中 の 水 分 の 吸 着 と 空 気
中 へ の 水 分 の 脱 離 と を 行 う 吸 着 剤 が 担 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 吸 着 剤 は 同 じ 種 類 の
も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 発 明 に お い て 、 吸 着
剤 の フ ィ ン （ 57） 表 面 の 担 持 層 の 厚 み が ５ ０ μ ｍ 以 上 ５ ０ ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 発 明 に お い て 、 フ ィ
ン ピ ッ チ が １ ． ２ ｍ ｍ 以 上 ３ ． ５ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 発 明 に お い て 、 空 気
の 風 速 が ０ ． ５ ｍ ／ ｓ 以 上 １ ． ５ ｍ ／ ｓ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 フ ィ ン 群 （ 59） 及 び 伝 熱 管 （ 63） 以 外 に 枠 板 （ 61） に も
吸 着 剤 を 担 持 さ せ て い る の で 、 そ の 分 だ け 空 気 と 接 触 す る 吸 着 剤 の 担 持 面 積 が 増 加 し 、 熱
交 換 器 の 大 型 化 を 招 く こ と な く 潜 熱 処 理 能 力 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 フ ィ ン 群 （ 59） 、 枠 板 （ 61） 及 び 伝 熱 管 （ 63） の ほ か に
接 続 管 （ 65） に も 吸 着 剤 を 担 持 さ せ て い る の で 、 さ ら に 空 気 と 接 触 す る 吸 着 剤 の 担 持 面 積
量 が 増 加 し 、 潜 熱 処 理 能 力 を 一 層 高 め る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 フ ィ ン 群 （ 59） 、 枠 板 （ 61） 及 び 伝 熱 管 （ 63） を 組 み 付
け た 状 態 で 、 あ る い は さ ら に 接 続 管 （ 65） を も 組 み 付 け た 状 態 で 、 吸 着 剤 を 混 合 し た ス ラ
リ ー に 浸 漬 す る こ と で 、 個 々 に 吸 着 剤 を 担 持 さ せ る 場 合 に 比 べ て 簡 単 に か つ 効 率 良 く 吸 着
剤 を 担 持 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 吸 着 剤 の フ ィ ン （ 57） 表 面 の 担 持 層 の 厚 み を ５ ０ μ ｍ 以
上 ５ ０ ０ μ ｍ 以 下 に し た の で 、 圧 力 損 失 を 低 減 し て フ ァ ン 効 率 の 向 上 及 び フ ァ ン 騒 音 の 低
減 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 フ ィ ン ピ ッ チ が １ ． ２ ｍ ｍ 以 上 ３ ． ５ ｍ ｍ 以 下 の 範 囲 で
、 特 に 、 請 求 項 ４ の 効 果 を 実 効 あ ら し め る こ と が で き る 。 こ れ は 商 用 上 有 効 な フ ィ ン ピ ッ
チ で も あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 空 気 の 風 速 が ０ ． ５ ｍ ／ ｓ 以 上 １ ． ５ ｍ ／ ｓ 以 下 の 範 囲
で 、 特 に 、 請 求 項 ４ の 効 果 を 実 効 あ ら し め る こ と が で き る 。 こ れ は 実 用 的 な 空 気 の 速 度 で
も あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は こ の 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 熱 交 換 器 が 適 用 さ れ た 調 湿 装 置 の 構 成 を 概 略 的 に 示 し
、 図 １ （ ａ ） は 図 １ （ ｂ ） の Ｘ － Ｘ 線 に お け る 断 面 図 、 図 １ （ ｂ ） は 内 部 を 見 せ た 状 態 の
平 面 図 で あ っ て 図 で 下 側 が 正 面 側 で あ る 。 図 １ （ ｃ ） は 図 １ （ ｂ ） の Ｙ － Ｙ 線 に お け る 断
面 図 で あ る 。 こ の 調 湿 装 置 は 矩 形 箱 状 の ケ ー シ ン グ （ 1） を 備 え 、 ケ ー シ ン グ （ 1） 内 部 は
、 前 後 に 延 び る 第 １ 仕 切 板 （ 3） で 収 納 容 積 の 大 き い 左 側 の 第 １ 空 間 （ 5） と 、 収 納 容 積 の
小 さ い 右 側 の 第 ２ 空 間 （ 7） と に 区 画 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 １ 空 間 （ 5） は 、 左 右 に 平
行 に 延 び る 前 後 ２ 枚 の 第 ２ 及 び 第 ３ 仕 切 板 （ 9,11） で 収 納 容 積 の 大 き い 中 央 の 第 ３ 空 間 （
13） と 、 収 納 容 積 の 小 さ い 前 後 ２ つ の 第 ４ 及 び 第 ５ 空 間 （ 15,17） と に 区 画 さ れ 、 上 記 第
３ 空 間 （ 13） は 、 前 後 に 延 び る 第 ４ 仕 切 板 （ 19） で 左 側 空 間 （ 13a） と 右 側 空 間 （ 13b） と
に 区 画 さ れ て い る 。 さ ら に 、 後 側 の 第 ５ 空 間 （ 17） は 、 左 右 に 水 平 に 延 び る 第 ５ 仕 切 板 （
21） で 上 下 に 区 画 さ れ 、 上 側 空 間 を 第 １ 流 入 路 （ 23） と し 、 下 側 の 空 間 を 第 １ 流 出 路 （ 25
） と し て い る 。 一 方 、 前 側 の 第 ４ 空 間 （ 15） も 、 左 右 に 水 平 に 延 び る 第 ６ 仕 切 板 （ 27） で
上 下 に 区 画 さ れ 、 上 側 空 間 を 第 ２ 流 入 路 （ 29） と し 、 下 側 の 空 間 を 第 ２ 流 出 路 （ 31） と し
て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 第 ３ 仕 切 板 （ 11） に は 、 ４ つ の 第 １ ～ ４ 開 口 （ 11a～ 11d） が 第 ３ 空 間 （ 13） の 左 右
の 空 間 （ 13a,13b） 、 第 １ 流 入 路 （ 23） 及 び 第 １ 流 出 路 （ 25） と 連 通 す る よ う に 上 下 左 右
に 並 ん で 形 成 さ れ て い る （ 図 １ （ ａ ） 参 照 ） 。 ま た 、 上 記 第 ２ 仕 切 板 （ 9） に も 、 ４ つ の
第 ５ ～ ８ 開 口 （ 9a～ 9d） が 第 ３ 空 間 （ 13） の 左 右 の 空 間 （ 13a,13b） 、 第 ２ 流 入 路 （ 29）
及 び 第 ２ 流 出 路 （ 31） と 連 通 す る よ う に 上 下 左 右 に 並 ん で 形 成 さ れ て い る （ 図 １ （ ｃ ） 参
照 ） 。 な お 、 こ れ ら 第 １ ～ ４ 開 口 （ 11a～ 11d） 及 び 第 ５ ～ ８ 開 口 （ 9a～ 9d） に は 、 図 示 し
な い が 、 ダ ン パ が そ れ ぞ れ 開 閉 自 在 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 上 記 ケ ー シ ン グ （ 1） の 左 側 面 後 側 に は 、 室 外 空 気 吸 込 口 （ 33） が 上 記 第 １ 流 入
路 （ 23） に 連 通 す る よ う に 形 成 さ れ 、 ケ ー シ ン グ （ 1） の 右 側 面 後 側 に は 排 気 吹 出 口 （ 35
） が 形 成 さ れ 、 こ の 排 気 吹 出 口 （ 35） は 上 記 第 ２ 空 間 （ 7） 後 側 に 配 置 さ れ た 排 気 フ ァ ン
（ 37） に 接 続 さ れ て 第 １ 流 出 路 （ 25） と 連 通 し て い る 。 一 方 、 上 記 ケ ー シ ン グ （ 1） の 左
側 面 前 側 に は 、 室 内 空 気 吸 込 口 （ 39） が 上 記 第 ２ 流 入 路 （ 29） に 連 通 す る よ う に 形 成 さ れ
、 ケ ー シ ン グ （ 1） の 右 側 面 前 側 に は 給 気 吹 出 口 （ 41） が 形 成 さ れ 、 こ の 給 気 吹 出 口 （ 41
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） は 上 記 第 ２ 空 間 （ 7） 前 側 に 配 置 さ れ た 給 気 フ ァ ン （ 43） に 接 続 さ れ て 第 ２ 流 出 路 （ 31
） と 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た ケ ー シ ン グ （ 1） 内 に は 、 図 ２ に 示 す よ う な 冷 媒 回 路 （ 45） が 収
納 さ れ て い る 。 こ の 冷 媒 回 路 （ 45） は 、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） 、 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） 、 圧 縮
機 （ 51） 、 四 方 切 換 弁 （ 53） 及 び 電 動 膨 張 弁 （ 55） が 介 設 さ れ た 閉 回 路 で あ っ て 冷 媒 が 充
填 さ れ て い て 、 こ の 冷 媒 を 循 環 さ せ る こ と に よ り 蒸 気 圧 縮 式 の 冷 凍 サ イ ク ル が 行 わ れ る 。
具 体 的 に は 、 圧 縮 機 （ 51） の 吐 出 側 が 四 方 切 換 弁 （ 53） の 第 １ ポ ー ト に 接 続 さ れ 、 吸 入 側
が 四 方 切 換 弁 （ 53） の 第 ２ ポ ー ト に 接 続 さ れ て い る 。 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） の 一 端 は 四 方 切
換 弁 （ 53） の 第 ３ ポ ー ト に 接 続 さ れ 、 他 端 は 電 動 膨 張 弁 （ 55） を 介 し て 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49
） の 一 端 に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） の 他 端 は 四 方 切 換 弁 （ 53） の 第 ４ ポ ー ト
に 接 続 さ れ て い る 。 四 方 切 換 弁 （ 53） は 、 第 １ ポ ー ト と 第 ３ ポ ー ト が 連 通 し て 第 ２ ポ ー ト
と 第 ４ ポ ー ト が 連 通 す る 状 態 （ 図 ２ （ ａ ） に 示 す 状 態 ） と 、 第 １ ポ ー ト と 第 ４ ポ ー ト が 連
通 し て 第 ２ ポ ー ト と 第 ３ ポ ー ト が 連 通 す る 状 態 （ 図 ２ （ ｂ ） に 示 す 状 態 ） と に 切 り 換 え 自
在 に 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 冷 媒 回 路 （ 45） は 、 四 方 切 換 弁 （ 53） を 切 り 換 え る こ
と に よ り 、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） が 凝 縮 器 と し て 機 能 し て 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） が 蒸 発 器 と し
て 機 能 す る 第 １ 冷 凍 サ イ ク ル 動 作 と 、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） が 蒸 発 器 と し て 機 能 し て 第 ２ 熱
交 換 器 （ 49） が 凝 縮 器 と し て 機 能 す る 第 ２ 冷 凍 サ イ ク ル 動 作 と を 切 り 換 え て 行 う よ う に 構
成 さ れ て い る 。 ま た 、 冷 媒 回 路 （ 45） の 各 構 成 要 素 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ 熱 交 換 器
（ 47） が 第 ３ 空 間 （ 13） の 右 側 空 間 （ 13b） に 、 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） が 第 ３ 空 間 （ 13） の
左 側 空 間 （ 13a） に 、 圧 縮 機 （ 51） が 第 ２ 空 間 （ 7） の 前 後 中 程 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る
。 な お 、 図 示 し な い が 、 四 方 切 換 弁 （ 53） や 電 動 膨 張 弁 （ 55） も 第 ２ 空 間 （ 7） に 配 置 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 第 １ 及 び 第 ２ 熱 交 換 器 （ 47,49） は 共 に 、 図 ３ に 示 す よ う な ク ロ ス フ ィ ン 型 の フ ィ
ン ・ ア ン ド ・ チ ュ ー ブ 熱 交 換 器 で あ り 、 多 数 枚 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 フ ィ ン （ 57） が 間 隔
を あ け て 並 列 配 置 さ れ た フ ィ ン 群 （ 59） を 備 え て い る 。 こ の フ ィ ン 群 （ 59） の フ ィ ン 配 列
方 向 両 端 面 と フ ィ ン 長 手 方 向 両 端 側 の 端 面 と は 矩 形 の 金 属 製 枠 板 （ 61） で 取 り 囲 ま れ 、 第
１ 及 び 第 ２ 熱 交 換 器 （ 47,49） は 上 記 枠 板 （ 61） を 介 し て 第 ３ 空 間 （ 13） の 左 右 の 空 間 （ 1
3a,13b） に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。 上 記 フ ィ ン 群 （ 59） に は 伝 熱 管 （ 63） が 配 置 さ れ て
い る 。 こ の 伝 熱 管 （ 63） は 直 管 部 （ 63a） と Ｕ 字 管 部 （ 63b） と で 蛇 行 状 に 形 成 さ れ 、 上 記
直 管 部 （ 63a） が 上 記 フ ィ ン 群 （ 59） を フ ィ ン 配 列 方 向 に 貫 挿 す る と と も に 、 上 記 Ｕ 字 管
部 （ 63b） が 上 記 枠 板 （ 61） か ら 突 出 し て い る 。 ま た 、 上 記 伝 熱 管 （ 63） の 一 端 に は 接 続
管 （ 65） の 一 端 が 接 続 さ れ 、 こ の 接 続 管 （ 65） に よ り 伝 熱 管 （ 63） を 図 示 し な い 冷 媒 配 管
に 接 続 す る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 こ の 発 明 の 特 徴 と し て 、 上 記 フ ィ ン 群 （ 59） 、 枠
板 （ 61） 、 伝 熱 管 （ 63） 及 び 接 続 管 （ 65） の 被 処 理 空 気 と 接 触 す る 外 表 面 、 つ ま り 第 １ 及
び 第 ２ 熱 交 換 器 （ 47,49） の 外 表 面 全 体 に は 、 空 気 中 の 水 分 の 吸 着 と 空 気 中 へ の 水 分 の 脱
離 と を 行 う 同 じ 種 類 の 吸 着 剤 （ 図 示 せ ず ） が 担 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に す る こ と で 、 空 気 と 接 触 す る 吸 着 剤 の 担 持 面 積 が 増 加 し 、 第 １ 及 び 第 ２ 熱 交
換 器 （ 47,49） の 大 型 化 を 招 く こ と な く 潜 熱 処 理 能 力 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 フ ィ
ン 群 （ 59） 、 枠 板 （ 61） 、 伝 熱 管 （ 63） 及 び 接 続 管 （ 65） を 組 み 付 け た 状 態 で 、 吸 着 剤 を
混 合 し た ス ラ リ ー に 浸 漬 す る こ と で 、 個 々 に 吸 着 剤 を 担 持 さ せ る 場 合 に 比 べ て 簡 単 に か つ
効 率 良 く 吸 着 剤 を 担 持 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 上 記 吸 着 剤 の フ ィ ン （ 57） 表 面 の 担 持 層 の 厚 み は 、 圧 力 損 失 を 低 減 し て フ ァ ン 効
率 の 向 上 及 び フ ァ ン 騒 音 の 低 減 を 達 成 す る 観 点 か ら 、 ５ ０ μ ｍ 以 上 ５ ０ ０ μ ｍ 以 下 で あ る
こ と が 好 ま し い 。 こ の 厚 み は 、 通 常 、 フ ァ ン 回 転 数 、 送 風 音 及 び フ ァ ン 効 率 等 の 関 係 か ら
決 定 さ れ る 。 こ こ で 、 一 例 と し て 、 本 実 施 形 態 記 載 の 調 湿 装 置 （ サ イ ズ ： Ｗ １ １ ２ ０ ＊ Ｄ
９ ０ ０ ＊ Ｈ ３ ９ ５ 、 熱 交 換 器 仕 様 ： ４ 列 １ ２ 段 ６ ０ ０ ｍ ｍ 、 Ｆ Ｐ １ ． ６ ｍ ｍ 、 風 速 ０ ． ９
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ｍ ／ ｓ 、 熱 交 換 器 室 （ 第 ３ 空 間 ） 容 積 比 率 ： ０ ． ４ ～ ０ ． ５ ） を 考 え る 。 送 風 音 の 許 容 限
界 値 を ５ ５ ｄ Ｂ Ａ と す る と 、 静 圧 ３ ８ ～ ４ １ ｍ ｍ Ａ ｑ で 使 用 す る の が 好 ま し い 。 機 内 静 圧
の う ち 約 ３ ０ ％ は 他 の 構 成 要 素 で 損 失 さ れ る の で 、 熱 交 換 器 に 許 さ れ る 圧 力 損 失 は 、
　 　 　 圧 力 損 失 ＝ （ 静 圧 － 機 外 静 圧 ６ ｍ ｍ Ａ ｑ ） × ０ ． ７
よ り 、 ２ ２ ～ ２ ４ ． ５ ｍ ｍ Ａ ｑ 程 度 に な る 。 こ れ ら の 値 か ら 試 算 す る と 、 担 持 層 に 許 さ れ
る 最 大 厚 み は ５ ０ ０ μ ｍ と な る 。 現 実 的 に は 、 Ｆ Ｐ （ フ ィ ン ピ ッ チ ） １ ． ４ ～ ２ ． ０ ｍ ｍ
、 風 速 ０ ． ８ ～ １ ． ２ ｍ ／ ｓ 、 担 持 層 の 厚 み １ ５ ０ ～ ３ ０ ０ μ ｍ 、 圧 力 損 失 １ ０ ｍ ｍ Ａ ｑ
前 後 で あ る と す る と 、 担 持 層 の 厚 み は ５ ０ ０ μ ｍ が 上 限 値 と し て 十 分 で あ る 。 逆 に 、 熱 交
換 器 の コ ン パ ク ト 化 を 実 現 し よ う と す れ ば 、 吸 着 剤 の 能 力 か ら １ ５ ０ μ ｍ 以 下 で は 困 難 で
あ り 、 熱 交 換 器 の 大 型 化 が 許 さ れ た と し て も ５ ０ μ ｍ 以 上 は 必 要 と 考 え ら れ る 。 な お 、 フ
ィ ン （ 57） 以 外 の 圧 力 損 失 増 加 に あ ま り 影 響 し な い 箇 所 （ 例 え ば 、 枠 板 （ 61） 、 伝 熱 管 （
63） 及 び 接 続 管 （ 65） ） に は 、 担 持 層 を フ ィ ン （ 57） よ り も 厚 く 形 成 し て 吸 脱 着 性 能 を 向
上 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 上 記 の 効 果 を 実 効 あ ら し め る た め に は 、 フ ィ ン ピ ッ チ が １ ． ２ ｍ ｍ 以 上 ３ ． ５ ｍ
ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し く 、 実 際 に こ の 範 囲 が 実 用 化 さ れ て い る フ ィ ン ピ ッ チ で あ る 。
さ ら に 、 空 気 の 風 速 が ０ ． ５ ｍ ／ ｓ 以 上 １ ． ５ ｍ ／ ｓ 以 下 で あ る こ と も 上 記 の 効 果 を 実 効
あ ら し め る た め に は 好 ま し い 。 ０ ． ５ ｍ ／ ｓ 未 満 で は 熱 交 換 器 が 必 要 以 上 に 大 き く な り が
ち で 、 伝 熱 に 寄 与 し な い 無 駄 な 部 分 が 生 じ て し ま う 一 方 、 １ ． ５ ｍ ／ ｓ を 超 え る と バ イ パ
ス フ ァ ク タ （ 通 過 し て し ま う 空 気 の 量 ） が 増 え て 効 率 が 低 下 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 吸 着 剤 と し て は 、 例 え ば 、 ゼ オ ラ イ ト 、 シ リ カ ゲ ル 、 活 性 炭 、 親 水 性 又 は 吸 水 性
の 官 能 基 を 有 す る 有 機 高 分 子 ポ リ マ 系 材 料 、 カ ル ボ キ シ ル 基 又 は ス ル ホ ン 酸 基 を 有 す る イ
オ ン 交 換 樹 脂 系 材 料 、 感 温 性 高 分 子 等 の 機 能 性 高 分 子 材 料 、 セ ピ オ ラ イ ト 、 イ モ ゴ ラ イ ト
、 ア ロ フ ェ ン 及 び カ オ リ ナ イ ト 等 の 粘 土 鉱 物 系 材 料 等 、 水 分 の 吸 着 に 優 れ て い る も の で あ
れ ば 特 に こ だ わ ら な い 。 担 持 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 上 記 吸 着 剤 を 混 合 し た ス ラ リ ー に 浸
漬 す る 方 法 が あ る が 、 吸 着 剤 の 性 能 を 確 保 で き る 方 法 で あ れ ば 特 に こ だ わ ら な い 。 ま た 、
必 要 で あ れ ば 、 バ イ ン ダ 、 接 着 剤 、 そ の 他 混 合 物 を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 調 湿 装 置 の 調 湿 動 作 に つ い て 図 ４ ～ ７ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 － 調 湿 装 置 の 調 湿 動 作 －
　 こ の 調 湿 装 置 で は 、 除 湿 運 転 と 加 湿 運 転 と が 切 り 換 え 可 能 と な っ て い る 。 ま た 、 除 湿 運
転 中 や 加 湿 運 転 中 に は 、 第 １ 動 作 と 第 ２ 動 作 と が 交 互 に 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 　 《 除 湿 運 転 》
　 除 湿 運 転 時 に お い て 、 調 湿 装 置 で は 、 給 気 フ ァ ン （ 43） 及 び 排 気 フ ァ ン （ 37） が 運 転 さ
れ る 。 そ し て 、 調 湿 装 置 は 、 室 外 空 気 （ OA） を 第 １ 空 気 と し て 取 り 込 ん で 室 内 に 供 給 す る
一 方 、 室 内 空 気 （ RA） を 第 ２ 空 気 と し て 取 り 込 ん で 室 外 に 排 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま ず 、 除 湿 運 転 時 の 第 １ 動 作 に つ い て 、 図 ２ 及 び 図 ４ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 こ の 第
１ 動 作 で は 、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） に お い て 吸 着 剤 の 再 生 が 行 わ れ 、 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） に
お い て 第 １ 空 気 で あ る 室 外 空 気 （ OA） の 除 湿 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 １ 動 作 時 に お い て 、 冷 媒 回 路 （ 45） で は 、 四 方 切 換 弁 （ 53） が 図 ２ （ ａ ） に 示 す 状 態
に 切 り 換 え ら れ る 。 こ の 状 態 で 圧 縮 機 （ 51） を 運 転 す る と 、 冷 媒 回 路 （ 45） で 冷 媒 が 循 環
し 、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） が 凝 縮 器 と な っ て 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） が 蒸 発 器 と な る 第 １ 冷 凍 サ
イ ク ル 動 作 が 行 わ れ る 。 具 体 的 に は 、 圧 縮 機 （ 51） か ら 吐 出 さ れ た 冷 媒 は 、 第 １ 熱 交 換 器
（ 47） で 放 熱 し て 凝 縮 し 、 そ の 後 に 電 動 膨 張 弁 （ 55） へ 送 ら れ て 減 圧 さ れ る 。 減 圧 さ れ た
冷 媒 は 、 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） で 吸 熱 し て 蒸 発 し 、 そ の 後 に 圧 縮 機 （ 51） へ 吸 入 さ れ て 圧 縮
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さ れ る 。 そ し て 、 圧 縮 さ れ た 冷 媒 は 、 再 び 圧 縮 機 （ 51） か ら 吐 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 第 １ 動 作 時 に は 、 第 ２ 開 口 （ 11ｂ ） 、 第 ３ 開 口 （ 11ｃ ） 、 第 ５ 開 口 （ 9a） 及 び 第
８ 開 口 （ 9d） が 開 口 状 態 と な り 、 第 １ 開 口 （ 11a） 、 第 ４ 開 口 （ 11d） 、 第 ６ 開 口 （ 9b） 及
び 第 ７ 開 口 （ 9c） が 閉 鎖 状 態 に な る 。 そ し て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） へ
第 ２ 空 気 と し て の 室 内 空 気 （ RA） が 供 給 さ れ 、 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） へ 第 １ 空 気 と し て の 室
外 空 気 （ OA） が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 室 内 空 気 吸 込 口 （ 39） よ り 流 入 し た 第 ２ 空 気 は 、 第 ２ 流 入 路 （ 29） か ら 第
５ 開 口 （ 9a） を 通 っ て 第 ３ 空 間 （ 13） の 右 側 空 間 （ 13b） へ 送 り 込 ま れ る 。 右 側 空 間 （ 13b
） で は 、 第 ２ 空 気 が 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） を 上 か ら 下 へ 向 か っ て 通 過 し て 行 く 。 第 １ 熱 交 換
器 （ 47） で は 、 外 表 面 に 担 持 さ れ た 吸 着 剤 が 冷 媒 に よ り 加 熱 さ れ 、 こ の 吸 着 剤 か ら 水 分 が
脱 離 す る 。 吸 着 剤 か ら 脱 離 し た 水 分 は 、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） を 通 過 す る 第 ２ 空 気 に 付 与 さ
れ る 。 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） で 水 分 を 付 与 さ れ た 第 ２ 空 気 は 、 第 ３ 空 間 （ 13） の 右 側 空 間 （
13b） か ら 第 ３ 開 口 （ 11c） を 通 っ て 第 １ 流 出 路 （ 25） へ 流 出 す る 。 そ の 後 、 第 ２ 空 気 は 、
排 気 フ ァ ン （ 37） へ 吸 い 込 ま れ 、 排 気 吹 出 口 （ 35） か ら 排 出 空 気 （ EA） と し て 室 外 へ 排 出
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 方 、 室 外 空 気 吸 込 口 （ 33） よ り 流 入 し た 第 １ 空 気 は 、 第 １ 流 入 路 （ 23） か ら 第 ２ 開 口
（ 11b） を 通 っ て 第 ３ 空 間 （ 13） の 左 側 空 間 （ 13a） へ 送 り 込 ま れ る 。 左 側 空 間 （ 13a） で
は 、 第 １ 空 気 が 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） を 上 か ら 下 へ 向 か っ て 通 過 し て 行 く 。 第 ２ 熱 交 換 器 （
49） で は 、 そ の 表 面 に 担 持 さ れ た 吸 着 剤 に 第 １ 空 気 中 の 水 分 が 吸 着 さ れ る 。 そ の 際 に 生 じ
る 吸 着 熱 は 、 冷 媒 が 吸 熱 す る 。 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） で 除 湿 さ れ た 第 １ 空 気 は 、 第 ３ 空 間 （
13） の 左 側 空 間 （ 13a） か ら 第 ８ 開 口 （ 9d） を 通 っ て 第 ２ 流 出 路 （ 31） へ 流 出 す る 。 そ の
後 、 第 １ 空 気 は 、 給 気 フ ァ ン （ 43） へ 吸 い 込 ま れ 、 給 気 吹 出 口 （ 41） か ら 供 給 空 気 （ SA）
と し て 室 内 へ 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 除 湿 運 転 時 の 第 ２ 動 作 に つ い て 、 図 ２ 及 び 図 ５ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 こ の 第
２ 動 作 で は 、 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） に お い て 吸 着 剤 の 再 生 が 行 わ れ 、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） に
お い て 第 １ 空 気 で あ る 室 外 空 気 （ OA） の 除 湿 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 ２ 動 作 時 に お い て 、 冷 媒 回 路 （ 45） で は 、 四 方 切 換 弁 （ 53） が 図 ２ （ ｂ ） に 示 す 状 態
に 切 り 換 え ら れ る 。 こ の 状 態 で 圧 縮 機 （ 51） を 運 転 す る と 、 冷 媒 回 路 （ 45） で 冷 媒 が 循 環
し 、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） が 蒸 発 器 と な っ て 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） が 凝 縮 器 と な る 第 ２ 冷 凍 サ
イ ク ル 動 作 が 行 わ れ る 。 具 体 的 に は 、 圧 縮 機 （ 51） か ら 吐 出 さ れ た 冷 媒 は 、 第 ２ 熱 交 換 器
（ 49） で 放 熱 し て 凝 縮 し 、 そ の 後 に 電 動 膨 張 弁 （ 55） へ 送 ら れ て 減 圧 さ れ る 。 減 圧 さ れ た
冷 媒 は 、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） で 吸 熱 し て 蒸 発 し 、 そ の 後 に 圧 縮 機 （ 51） へ 吸 入 さ れ て 圧 縮
さ れ る 。 そ し て 、 圧 縮 さ れ た 冷 媒 は 、 再 び 圧 縮 機 （ 51） か ら 吐 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 第 ２ 動 作 時 に は 、 第 １ 開 口 （ 11a） 、 第 ４ 開 口 （ 11d） 、 第 ６ 開 口 （ 9b） 及 び 第 ７
開 口 （ 9c） が 開 口 状 態 と な り 、 第 ２ 開 口 （ 11b） 、 第 ３ 開 口 （ 11c） 、 第 ５ 開 口 （ 9a） 及 び
第 ８ 開 口 （ 9d） が 閉 鎖 状 態 と な る 。 そ し て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） へ 第
１ 空 気 と し て の 室 外 空 気 （ OA） が 供 給 さ れ 、 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） へ 第 ２ 空 気 と し て の 室 内
空 気 （ RA） が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 具 体 的 に は 、 室 内 空 気 吸 込 口 （ 39） よ り 流 入 し た 第 ２ 空 気 は 、 第 ２ 流 入 路 （ 29） か ら 第
６ 開 口 （ 9b） を 通 っ て 第 ３ 空 間 （ 13） の 左 側 空 間 （ 13a） へ 送 り 込 ま れ る 。 左 側 空 間 （ 13a
） で は 、 第 ２ 空 気 が 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） を 上 か ら 下 へ 向 か っ て 通 過 し て 行 く 。 第 ２ 熱 交 換
器 （ 49） で は 、 外 表 面 に 担 持 さ れ た 吸 着 剤 が 冷 媒 に よ り 加 熱 さ れ 、 こ の 吸 着 剤 か ら 水 分 が
脱 離 す る 。 吸 着 剤 か ら 脱 離 し た 水 分 は 、 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） を 通 過 す る 第 ２ 空 気 に 付 与 さ
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れ る 。 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） で 水 分 を 付 与 さ れ た 第 ２ 空 気 は 、 第 ３ 空 間 （ 13） の 左 側 空 間 （
13a） か ら 第 ４ 開 口 （ 11d） を 通 っ て 第 １ 流 出 路 （ 25） へ 流 出 す る 。 そ の 後 、 第 ２ 空 気 は 、
排 気 フ ァ ン （ 37） へ 吸 い 込 ま れ 、 排 気 吹 出 口 （ 35） か ら 排 出 空 気 （ EA） と し て 室 外 へ 排 出
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 方 、 室 外 空 気 吸 込 口 （ 33） よ り 流 入 し た 第 １ 空 気 は 、 第 １ 流 入 路 （ 23） か ら 第 １ 開 口
（ 11a） を 通 っ て 第 ３ 空 間 （ 13） の 右 側 空 間 （ 13b） へ 送 り 込 ま れ る 。 右 側 空 間 （ 13b） で
は 、 第 １ 空 気 が 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） を 上 か ら 下 へ 向 か っ て 通 過 し て 行 く 。 第 １ 熱 交 換 器 （
47） で は 、 そ の 表 面 に 担 持 さ れ た 吸 着 剤 に 第 １ 空 気 中 の 水 分 が 吸 着 さ れ る 。 そ の 際 に 生 じ
る 吸 着 熱 は 、 冷 媒 が 吸 熱 す る 。 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） で 除 湿 さ れ た 第 １ 空 気 は 、 第 ３ 空 間 （
13） の 右 側 空 間 （ 13b） か ら 第 ７ 開 口 （ 9c） を 通 っ て 第 ２ 流 出 路 （ 31） へ 流 出 す る 。 そ の
後 、 第 １ 空 気 は 、 給 気 フ ァ ン （ 43） へ 吸 い 込 ま れ 、 給 気 吹 出 口 （ 41） か ら 供 給 空 気 （ SA）
と し て 室 内 へ 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 　 　 《 加 湿 運 転 》
　 加 湿 運 転 時 に お い て 、 調 湿 装 置 で は 、 給 気 フ ァ ン （ 43） 及 び 排 気 フ ァ ン （ 37） が 運 転 さ
れ る 。 そ し て 、 調 湿 装 置 は 、 室 内 空 気 （ RA） を 第 １ 空 気 と し て 取 り 込 ん で 室 外 に 排 出 す る
一 方 、 室 外 空 気 （ OA） を 第 ２ 空 気 と し て 取 り 込 ん で 室 内 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま ず 、 加 湿 運 転 時 の 第 １ 動 作 に つ い て 、 図 ２ 及 び 図 ６ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 こ の 第
１ 動 作 で は 、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） に お い て 第 ２ 空 気 で あ る 室 外 空 気 （ OA） の 加 湿 が 行 わ れ
、 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） に お い て 第 １ 空 気 で あ る 室 内 空 気 （ RA） か ら 水 分 の 回 収 が 行 わ れ る
。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 １ 動 作 時 に お い て 、 冷 媒 回 路 （ 45） で は 、 四 方 切 換 弁 （ 53） が 図 ２ （ ａ ） に 示 す 状 態
に 切 り 換 え ら れ る 。 こ の 状 態 で 圧 縮 機 （ 51） を 運 転 す る と 、 冷 媒 回 路 （ 45） で 冷 媒 が 循 環
し 、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） が 凝 縮 器 と な っ て 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） が 蒸 発 器 と な る 第 １ 冷 凍 サ
イ ク ル 動 作 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 第 １ 動 作 時 に は 、 第 １ 開 口 （ 11a） 、 第 ４ 開 口 （ 11d） 、 第 ６ 開 口 （ 9b） 及 び 第 ７
開 口 （ 9c） が 開 口 状 態 に な り 、 第 ２ 開 口 （ 11b） 、 第 ３ 開 口 （ 11c） 、 第 ５ 開 口 （ 9a） 及 び
第 ８ 開 口 （ 9d） が 閉 鎖 状 態 に な る 。 そ し て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） に は
第 ２ 空 気 と し て の 室 外 空 気 （ OA） が 供 給 さ れ 、 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） に は 第 １ 空 気 と し て の
室 内 空 気 （ RA） が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 室 内 空 気 吸 込 口 （ 39） よ り 流 入 し た 第 １ 空 気 は 、 第 ２ 流 入 路 （ 29） か ら 第
６ 開 口 （ 9b） を 通 っ て 第 ３ 空 間 （ 13） の 左 側 空 間 （ 13a） へ 送 り 込 ま れ る 。 第 ２ 熱 交 換 室
（ 42） で は 、 第 １ 空 気 が 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） を 上 か ら 下 へ 向 か っ て 通 過 し て 行 く 。 左 側 空
間 （ 13a） で は 、 そ の 表 面 に 担 持 さ れ た 吸 着 剤 に 第 １ 空 気 中 の 水 分 が 吸 着 さ れ る 。 そ の 際
に 生 じ る 吸 着 熱 は 、 冷 媒 が 吸 熱 す る 。 そ の 後 、 水 分 を 奪 わ れ た 第 １ 空 気 は 、 第 ４ 開 口 （ 11
d） 、 第 １ 流 出 路 （ 25） 、 排 気 フ ァ ン （ 37） を 順 に 通 過 し 、 排 出 空 気 （ EA） と し て 排 気 吹
出 口 （ 35） か ら 室 外 へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 方 、 室 外 空 気 吸 込 口 （ 33） よ り 流 入 し た 第 ２ 空 気 は 、 第 １ 流 入 路 （ 23） か ら 第 １ 開 口
（ 11a） を 通 っ て 第 ３ 空 間 （ 13） の 右 側 空 間 （ 13b） へ 送 り 込 ま れ る 。 右 側 空 間 （ 13b） で
は 、 第 ２ 空 気 が 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） を 上 か ら 下 へ 向 か っ て 通 過 し て 行 く 。 第 １ 熱 交 換 器 （
47） で は 、 外 表 面 に 担 持 さ れ た 吸 着 剤 が 冷 媒 に よ り 加 熱 さ れ 、 こ の 吸 着 剤 か ら 水 分 が 脱 離
す る 。 吸 着 剤 か ら 脱 離 し た 水 分 は 、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） を 通 過 す る 第 ２ 空 気 に 付 与 さ れ る
。 そ の 後 、 加 湿 さ れ た 第 ２ 空 気 は 、 第 ７ 開 口 （ 9c） 、 第 ２ 流 出 路 （ 31） 、 給 気 フ ァ ン （ 43
） を 順 に 通 過 し 、 供 給 空 気 （ SA） と し て 給 気 吹 出 口 （ 41） か ら 室 内 へ 供 給 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 加 湿 運 転 時 の 第 ２ 動 作 に つ い て 、 図 ２ 及 び 図 ７ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 こ の 第
２ 動 作 で は 、 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） に お い て 第 ２ 空 気 で あ る 室 外 空 気 （ OA） の 加 湿 が 行 わ れ
、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） に お い て 第 １ 空 気 で あ る 室 内 空 気 （ RA） か ら 水 分 の 回 収 が 行 わ れ る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 ２ 動 作 時 に お い て 、 冷 媒 回 路 （ 45） で は 、 四 方 切 換 弁 （ 53） が 図 ２ （ ｂ ） に 示 す 状 態
に 切 り 換 え ら れ る 。 こ の 状 態 で 圧 縮 機 （ 51） を 運 転 す る と 、 冷 媒 回 路 （ 45） で 冷 媒 が 循 環
し 、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） が 蒸 発 器 と な っ て 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） が 凝 縮 器 と な る 第 ２ 冷 凍 サ
イ ク ル 動 作 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 第 ２ 動 作 時 に は 、 第 ２ 開 口 （ 11b） 、 第 ３ 開 口 （ 11c） 、 第 ５ 開 口 （ 9a） 及 び 第 ８
開 口 （ 9d） が 開 口 状 態 に な り 、 第 １ 開 口 （ 11a） 、 第 ４ 開 口 （ 11d） 、 第 ６ 開 口 （ 9b） 及 び
第 ７ 開 口 （ 9c） が 閉 鎖 状 態 に な る 。 そ し て 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） に は
第 １ 空 気 と し て の 室 内 空 気 （ RA） が 供 給 さ れ 、 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） に は 第 ２ 空 気 と し て の
室 外 空 気 （ OA） が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 具 体 的 に は 、 室 内 空 気 吸 込 口 （ 39） よ り 流 入 し た 第 １ 空 気 は 、 第 ２ 流 入 路 （ 29） か ら 第
５ 開 口 （ 9a） を 通 っ て 第 ３ 空 間 （ 13） の 右 側 空 間 （ 13b） に 送 り 込 ま れ る 。 右 側 空 間 （ 13b
） で は 、 第 １ 空 気 が 第 １ 熱 交 換 器 （ 47） を 上 か ら 下 に 向 か っ て 通 過 し て 行 く 。 第 １ 熱 交 換
器 （ 47） で は 、 そ の 表 面 に 担 持 さ れ た 吸 着 剤 に 第 １ 空 気 中 の 水 分 が 吸 着 さ れ る 。 そ の 際 に
生 じ る 吸 着 熱 は 、 冷 媒 が 吸 熱 す る 。 そ の 後 、 水 分 を 奪 わ れ た 第 １ 空 気 は 、 第 ３ 開 口 （ 11c
） 、 第 １ 流 出 路 （ 25） 、 排 気 フ ァ ン （ 37） を 順 に 通 過 し 、 排 出 空 気 （ EA） と し て 排 気 吹 出
口 （ 35） か ら 室 外 へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 一 方 、 室 外 空 気 吸 込 口 （ 33） よ り 流 入 し た 第 ２ 空 気 は 、 第 １ 流 入 路 （ 23） か ら 第 ２ 開 口
（ 11b） を 通 っ て 第 ３ 空 間 （ 13） の 左 側 空 間 （ 13a） に 送 り 込 ま れ る 。 左 側 空 間 （ 13a） で
は 、 第 ２ 空 気 が 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） を 上 か ら 下 へ 向 か っ て 通 過 し て 行 く 。 第 ２ 熱 交 換 器 （
49） で は 、 外 表 面 に 担 持 さ れ た 吸 着 剤 が 冷 媒 に よ り 加 熱 さ れ 、 こ の 吸 着 剤 か ら 水 分 が 脱 離
す る 。 吸 着 剤 か ら 脱 離 し た 水 分 は 、 第 ２ 熱 交 換 器 （ 49） を 通 過 す る 第 ２ 空 気 に 付 与 さ れ る
。 そ の 後 、 加 湿 さ れ た 第 ２ 空 気 は 、 第 ８ 開 口 （ 9d） 、 第 ２ 流 出 路 （ 31） 、 給 気 フ ァ ン （ 43
） を 順 に 通 過 し 、 供 給 空 気 （ SA） と し て 給 気 吹 出 口 （ 41） か ら 室 内 へ 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 上 、 全 換 気 モ ー ド の 除 湿 運 転 及 び 加 湿 運 転 に つ い て 説 明 し た が 、 こ の 調 湿 装 置 は 、 室
内 空 気 （ RA） を 第 １ 空 気 と し て 取 り 込 み 室 内 に 供 給 す る 一 方 、 室 外 空 気 （ OA） を 第 ２ 空 気
と し て 取 り 込 み 室 外 に 排 出 す る 循 環 モ ー ド の 除 湿 運 転 や 、 室 外 空 気 （ OA） を 第 １ 空 気 と し
て 取 り 込 み 室 外 に 排 出 す る 一 方 、 室 内 空 気 （ RA） を 第 ２ 空 気 と し て 取 り 込 み 室 内 に 供 給 す
る 循 環 モ ー ド の 加 湿 運 転 を も 行 う も の で あ る 。 ま た 、 室 外 空 気 （ OA） を 第 １ 空 気 及 び 第 ２
空 気 と し て 取 り 込 み 、 一 部 を 室 内 に 供 給 す る と 同 時 に 、 残 り を 室 外 に 排 出 す る 給 気 モ ー ド
の 除 湿 運 転 及 び 加 湿 運 転 や 、 室 内 空 気 （ RA） を 第 １ 空 気 及 び 第 ２ 空 気 と し て 取 り 込 み 、 一
部 を 室 内 に 供 給 す る と 同 時 に 、 残 り を 室 外 に 排 出 す る 排 気 モ ー ド の 除 湿 運 転 及 び 加 湿 運 転
を も 行 う も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 例 え ば 、 吸 着 剤 と 冷 凍 サ イ ク ル と を 利 用 し て 空 気 の 湿 度 調 節 を 行 う 調 湿 装
置 の 熱 交 換 器 に 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 図 １ 】 調 湿 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 調 湿 装 置 の 冷 媒 回 路 を 示 す 配 管 系 統 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 第 １ 及 び 第 ２ 熱 交 換 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 除 湿 運 転 の 第 １ 動 作 に お け る 空 気 の 流 れ を 示 す 調 湿 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 除 湿 運 転 の 第 ２ 動 作 に お け る 空 気 の 流 れ を 示 す 調 湿 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 加 湿 運 転 の 第 １ 動 作 に お け る 空 気 の 流 れ を 示 す 調 湿 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 加 湿 運 転 の 第 ２ 動 作 に お け る 空 気 の 流 れ を 示 す 調 湿 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
47　 　 第 １ 熱 交 換 器
49　 　 第 ２ 熱 交 換 器
57　 　 フ ィ ン
59　 　 フ ィ ン 群
61　 　 枠 板
63　 　 伝 熱 管
63a   直 管 部
63b   Ｕ 字 管 部
65　 　 接 続 管
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【 図 ２ 】
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